
●児童に対する防犯ブザーの無償貸与について 
 
最近、幼い子どもが被害に遭う痛ましい事件が全国で相次いで発生しています。 

札幌市では、重大な事件は発生していませんが、児童の登下校中などの安全確保対策の

一環として、特に犯罪に対する抵抗力の弱い低学年（小学１年生～小学３年生）の児童を
対象に、防犯ブザーを無償で貸与することとしました。 

この事業により、児童の安全が守られ、安心して学校に通うことができるような環境整

備に一層努めたいと考えております。 
 
１ 事業の内容 
(1) 貸与開始時期 

平成 18 年 7 月 18 日（火）～平成 18 年 7 月 25 日（火） 
(2) 整備数 

49,000 個 
※ 全市立小学校の低学年（１～３年生）児童合計 46,308 人（４月 10 日現在）の分
に予備を加えた個数 

(3) 防犯ブザーの仕様 
・ 子どもでも使いこなせるよう、ピンを抜く方法だけでなくスイッチを操作する方
法でも警報音を鳴らせる仕様としています。（警報音は 120 デシベル以上） 

・ 装着のしやすさを考慮し、首から掛ける、ランドセルにつり下げる、ランドセル
の肩ベルトに付ける等、複数の方法で装着できるようにしています。 

・ 子どもが使用することから、多少の雨や雪にも耐える簡易防水構造を採用してい
ます。 

・ 周囲に児童が防犯ブザーを所持していることが分かるよう明るい外装色（黄色）
を採用しています。 

 

２ 期待される効果 
(1) 防犯効果 
・ 低学年の児童全員が防犯ブザーを持つことによって、児童を狙う犯罪を抑止する
効果 

・ 非常時に警報音が周囲に鳴り響くことで、不審者を威嚇し遠ざけるとともに付近
の住民に非常事態を知らせる効果 

(2) 啓発効果 
・ 保護者や児童に防犯意識を高めていただく効果 
・ 学校を通じて配布し、教員が日ごろの携帯と利用の仕方について指導することに
より、児童が危険から身を守ることができるようにする教育的な効果 

 

３ 他の政令指定都市における取り組み状況 

防犯ブザーの配布：名古屋市、福岡市 
購入費の一部補助：広島市（生活困窮世帯のみ）、北九州市 

 
 問い合わせ先 

教育委員会総務部管理課 

 担当：越智   電話：２１１－３８３１ 




